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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】　食用油の酸化を防止するために用いられ

る食用油酸化防止装置であって、

直流電圧を出力し得る電源部と；

半導体を含んでおり、使用時において該半導体が食用油

と接触するように構成され、前記電源部の陰極側に電気

的に接続された、食用油に還元要素を持ったイオンを供

給するための還元要素イオン供給手段と；を有してお

り、

前記還元要素イオン供給手段の前記半導体は、酸化珪素

を主成分として含んでいる無機高分子または酸化珪素を

主成分として含んでいる有機高分子からなる絶縁体に所

定の物質を添加して該絶縁体の結晶構造に格子欠陥を生

じさせることによって得られる半導体であり、

前記電源部によって前記還元要素イオン供給手段の前記

半導体に直流電圧が印加された際には、前記還元要素イ

オン供給手段の前記半導体を介して食用油に還元要素を

持ったイオンが供給され、それによって、食用油が酸化

することが防止されることを特徴とする食用油酸化防止

装置。

【請求項２】　食用油の酸化を防止するために用いられ

る食用油酸化防止装置であって、

陽極端子と陰極端子を備え、直流電圧を出力し得る電源

部と；

半導体を含んでおり、使用時において該半導体が食用油

と接触するように構成され、前記電源部の前記陰極端子

側に電気的に接続された、食用油に還元要素を持ったイ

オンを供給するための還元要素イオン供給手段と；を有

しており、

前記還元要素イオン供給手段の前記半導体は、酸化珪素
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を主成分として含んでいる無機高分子または酸化珪素を

主成分として含んでいる有機高分子からなる絶縁体に所

定の物質を添加して該絶縁体の結晶構造に格子欠陥を生

じさせることによって得られる半導体であり、

前記電源部によって前記還元要素イオン供給手段の前記

半導体に直流電圧が印加された際には、前記還元要素イ

オン供給手段の前記半導体を介して食用油に還元要素を

持ったイオンが供給され、それによって、食用油が酸化

することが防止されることを特徴とする食用油酸化防止

装置。

【請求項３】　食用油の酸化を防止するために用いられ

る食用油酸化防止装置であって、

半導体を含んでおり、使用時において該半導体が食用油

と接触するように構成され、食用油に還元要素を持った

イオンを供給するための還元要素イオン供給手段と；

前記還元要素イオン供給手段の前記半導体に陰極の直流

電圧を印加するための電圧印加手段と；を有しており、

前記還元要素イオン供給手段の前記半導体は、酸化珪素

を主成分として含んでいる無機高分子または酸化珪素を

主成分として含んでいる有機高分子からなる絶縁体に所

定の物質を添加して該絶縁体の結晶構造に格子欠陥を生

じさせることによって得られる半導体であり、

前記電圧印加手段を介して前記還元要素イオン供給手段

の前記半導体に陰極の直流電圧が印加された際には、前

記還元要素イオン供給手段の前記半導体を介して食用油

に還元要素を持ったイオンが供給され、それによって、

食用油が酸化することが防止されることを特徴とする食

用油酸化防止装置。

【請求項４】　前記還元要素イオン供給手段の前記半導

体は、シリコーンラバーを含む請求項１ないし３のいず

れかに記載の食用油酸化防止装置。

【請求項５】　前記還元要素イオン供給手段の前記半導

体は、酸化イットリウムおよび酸化ガドリニウムの少な

くとも一方を含む請求項１ないし４のいずれかに記載の

食用油酸化防止装置。

【請求項６】　請求項１ないし５のいずれかに記載の食

用油酸化防止装置を用いて食用油の酸化を防止すること

を特徴とする食用油の酸化防止方法。

【請求項７】　酸化珪素を主成分として含んでいる無機

高分子または酸化珪素を主成分として含んでいる有機高

分子からなる絶縁体に所定の物質を添加することによっ

て該絶縁体の結晶構造に格子欠陥を生じさて得た半導体

に、陰極の直流電圧を印加して、食用油に還元要素を持

ったイオンを供給することにより、食用油の酸化を防止

することを特徴とする食用油の酸化防止方法。

【請求項８】　前記半導体は、絶縁体としてシリコーン

ラバーを含む請求項７記載の食用油の酸化防止方法。

【請求項９】　前記半導体は、酸化イットリウムおよび

酸化ガドリニウムの少なくとも一方を含む請求項７また

は８記載の食用油の酸化防止方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明が属する技術分野】本発明は、食用油酸化防止装

置及び食用油の酸化防止方法に関し、特に、食用油に還

元要素を持ったイオンを供給することによって食用油の

酸化を防止するための食用油酸化防止装置および該食用

油酸化防止装置を用いた食用油の酸化防止方法に関す

る。

【０００２】

【従来の技術】従来より、一般家庭、レストラン及び食

品加工業者等においては、食品を調理・加工するため

に、食用油を使用している。

【０００３】この食用油の取り扱いに関しては、衛生的

な理由から、一般的に、酸価が１以下である原材料を食

用油として使用することが望ましいとされている。

【０００４】また、使用中の食用油が著しく酸化したと

認められる場合、すなわち、使用中の食用油が以下の

（１）または（２）の条件に該当すると認められる場合

には、その全てを新しい食用油と交換することが望まし

いとされている。酸価が２．５を超えたもの。カルボニ

ル価が５０を超えたもの。

【０００５】一方、食用油は、その使用状態や使用頻度

等に応じて、時間の経過に伴って酸化してしまう（すな

わち、酸価の値が上昇する）。従って、比較的大容量の

フライヤー（揚げ加工に用いられる油槽）を用いて一度

に大量の食品に対して揚げ加工を行っているレストラン

や食品加工業者等においては、上述した衛生的な理由を

考慮して、頻繁に油を交換する必要があった。このよう

な頻繁な食用油の交換は経済的負担を大きくするため、

食用油の酸化を防止することによって油の交換頻度を少

なくする方法が望まれるようになった。

【０００６】このような理由から、近年、食用油の酸化

を防止する方法として、以下の（ａ）及び（ｂ）の方法

が提案されている。

（ａ）遠赤外線セラミックスの電磁波を利用する装置を

使用して、食用油の酸化を防止する方法。

（ｂ）特開平９－１００４８９号公報に開示されている

ような電子放射電極に高圧交流静電位を印加する装置を

利用して、食用油の酸化を防止する方法。

【０００７】しかしながら、上記（ａ）及び（ｂ）で挙

げた食用油の酸化防止方法には、以下のような問題点が

ある。

【０００８】すなわち、遠赤外線セラミックスの電磁波

を利用する装置を使用して食用油の酸化を防止する方法

においては、遠赤外線による作用が微弱であるため、効

果的に食用油の酸化を防止することができない。

【０００９】また、電子放射電極に高圧交流静電位を印

加する装置を利用して食用油の酸化を防止する方法にお

いては、揚げ作業に従事する者が感電する危険があるた

め、安全性の点で問題がある。
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【００１０】

【発明が解決しようとする課題】上述した従来技術の問

題点に鑑み、本発明の目的は、揚げ作業に従事する者を

感電等の危険にさらすことなく、安全かつ効果的に食用

油の酸化を防止することができる食用油酸化防止装置を

提供することにある。

【００１１】また、本発明の他の目的は、揚げ作業に従

事する者を感電等の危険にさらすことなく、安全かつ効

果的に食用油の酸化を防止することができる食用油の酸

化防止方法を提供することにある。

【００１２】

【課題を解決するための手段】このような目的は、下記

（１）～（９）の本発明により達成される。

【００１３】（１）　食用油の酸化を防止するために用

いられる食用油酸化防止装置であって、直流電圧を出力

し得る電源部と；半導体を含んでおり、使用時において

該半導体が食用油と接触するように構成され、前記電源

部の陰極側に電気的に接続された、食用油に還元要素を

持ったイオンを供給するための還元要素イオン供給手段

と；を有しており、前記還元要素イオン供給手段の前記

半導体は、酸化珪素を主成分として含んでいる無機高分

子または酸化珪素を主成分として含んでいる有機高分子

からなる絶縁体に所定の物質を添加して該絶縁体の結晶

構造に格子欠陥を生じさせることによって得られる半導

体であり、前記電源部によって前記還元要素イオン供給

手段の前記半導体に直流電圧が印加された際には、前記

還元要素イオン供給手段の前記半導体を介して食用油に

還元要素を持ったイオンが供給され、それによって、食

用油が酸化することが防止されることを特徴とする食用

油酸化防止装置。

【００１４】（２）　食用油の酸化を防止するために用

いられる食用油酸化防止装置であって、陽極端子と陰極

端子を備え、直流電圧を出力し得る電源部と；半導体を

含んでおり、使用時において該半導体が食用油と接触す

るように構成され、前記電源部の前記陰極端子側に電気

的に接続された、食用油に還元要素を持ったイオンを供

給するための還元要素イオン供給手段と；を有してお

り、前記還元要素イオン供給手段の前記半導体は、酸化

珪素を主成分として含んでいる無機高分子または酸化珪

素を主成分として含んでいる有機高分子からなる絶縁体

に所定の物質を添加して該絶縁体の結晶構造に格子欠陥

を生じさせることによって得られる半導体であり、前記

電源部によって前記還元要素イオン供給手段の前記半導

体に直流電圧が印加された際には、前記還元要素イオン

供給手段の前記半導体を介して食用油に還元要素を持っ

たイオンが供給され、それによって、食用油が酸化する

ことが防止されることを特徴とする食用油酸化防止装

置。

【００１５】（３）　食用油の酸化を防止するために用

いられる食用油酸化防止装置であって、半導体を含んで

おり、使用時において該半導体が食用油と接触するよう

に構成され、食用油に還元要素を持ったイオンを供給す

るための還元要素イオン供給手段と；前記還元要素イオ

ン供給手段の前記半導体に陰極の直流電圧を印加するた

めの電圧印加手段と；を有しており、前記還元要素イオ

ン供給手段の前記半導体は、酸化珪素を主成分として含

んでいる無機高分子または酸化珪素を主成分として含ん

でいる有機高分子からなる絶縁体に所定の物質を添加し

て該絶縁体の結晶構造に格子欠陥を生じさせることによ

って得られる半導体であり、前記電圧印加手段を介して

前記還元要素イオン供給手段の前記半導体に陰極の直流

電圧が印加された際には、前記還元要素イオン供給手段

の前記半導体を介して食用油に還元要素を持ったイオン

が供給され、それによって、食用油が酸化することが防

止されることを特徴とする食用油酸化防止装置。

【００１６】（４）　前記還元要素イオン供給手段の前

記半導体は、シリコーンラバーを含む前記（１）ないし

（３）のいずれかに記載の食用油酸化防止装置。

【００１７】（５）　前記還元要素イオン供給手段の前

記半導体は、酸化イットリウムおよび酸化ガドリニウム

の少なくとも一方を含む前記（１）ないし（４）のいず

れかに記載の食用油酸化防止装置。

【００１８】（６）　前記（１）ないし（５）のいずれ

かに記載の食用油酸化防止装置を用いて食用油の酸化を

防止することを特徴とする食用油の酸化防止方法。

【００１９】（７）　酸化珪素を主成分として含んでい

る無機高分子または酸化珪素を主成分として含んでいる

有機高分子からなる絶縁体に所定の物質を添加すること

によって該絶縁体の結晶構造に格子欠陥を生じさて得た

半導体に、陰極の直流電圧を印加して、食用油に還元要

素を持ったイオンを供給することにより、食用油の酸化

を防止することを特徴とする食用油の酸化防止方法。

【００２０】（８）　前記半導体は、絶縁体としてシリ

コーンラバーを含む前記（７）記載の食用油の酸化防止

方法。

【００２１】（９）　前記半導体は、酸化イットリウム

および酸化ガドリニウムの少なくとも一方を含む前記

（７）または（８）記載の食用油の酸化防止方法。

【００２２】上記（１）ないし（３）に記載の本発明に

よれば、還元要素イオン供給手段の半導体を介して食用

油に還元要素を持ったイオンが供給され、この還元要素

を持ったイオンによって還元作用が生じ、その結果、食

用油の酸化を防止することが可能になる。また、上述し

た食用油酸化防止装置によれば、揚げ作業に従事する者

を感電等の危険にさらすことなく、安全かつ効果的に食

用油の酸化を防止することができる。さらに、上述した

食用油酸化防止装置によれば、効果的に食用油の酸化を

防止することができるので、食用油の交換頻度を少なく

することができる。その結果、食用油の使用者の経済的

負担を少なくすることが可能になる。
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【００２３】上記（７）に記載の本発明の食用油の酸化

防止方法によれば、揚げ作業に従事する者を感電等の危

険にさらすことなく、安全かつ効果的に食用油の酸化を

防止することができる食用油酸化防止方法を提供するこ

とができる。

【００２４】また、上述した食用油の酸化防止方法によ

れば、効果的に食用油の酸化を防止することができると

ともに、使用初期時における食用油（新油）の特性（例

えば、粘性や熱伝率等）を、なるべく長期間保つことが

可能になる。その結果、従来と比較して、良好な風味を

有する揚げ料理をより多く提供することが可能になる。

【００２５】さらに、上述した食用油の酸化防止方法に

よれば、効果的に食用油の酸化を防止することができる

ので、食用油の交換頻度を少なくすることができる。そ

の結果、食用油の使用者の経済的負担を少なくすること

が可能になる。

【００２６】

【発明の実施の形態】以下、添付図面に基づいて、本発

明の食用油酸化防止装置および食用油の酸化防止方法を

詳細に説明する。

【００２７】まず最初に、図１及び図２に基づいて、本

発明の食用油酸化防止装置の構成について説明する。

【００２８】図１は、本発明の食用油酸化防止装置の構

成を概略的に示す図である。図２は、図１の食用油酸化

防止装置の還元要素イオン供給部の構成を示す斜視図で

ある。

【００２９】本発明の食用油酸化防止装置１は、食用油

の酸化を防止するために用いられる装置であり、図１に

示すように、直流電圧を出力し得るコントロールボック

ス（電源部／電圧印加手段）２と、食用油に還元要素を

持ったイオン（溶媒和電子／マイナスイオン）を供給す

るための略円筒状の還元要素イオン供給部（還元要素イ

オン供給手段）３と、前記コントロールボックス２と還

元要素イオン供給部３を電気的に接続する耐熱被覆電線

４と、コントロールボックス２に電力を供給するための

電力供給線５とを有している。

【００３０】上記コントロールボックス２は、作動状態

（ＯＮ状態）と非作動状態（ＯＦＦ状態）との間で食用

油酸化防止装置１の状態を切り換えるためのＯＮ・ＯＦ

Ｆスイッチ２１と、陽極端子（陽極側の出力端子）２２

と、陰極端子（陰極側の出力端子）２３とを備えてい

る。また、このコントロールボックス２は、ＡＣ／ＤＣ

コンバータとしての機能（図示せず）も備えており、こ

れにより、所定の電力供給源（例えば、家庭用コンセン

ト）から供給された交流電圧が、直流電圧として出力さ

れるようにコントロールボックス２において変換される

ようになっている。このような構成を有するコントロー

ルボックス２により、後述する還元要素イオン供給部３

の半導体部に、陰極の直流電圧を印加することが可能に

なる。

【００３１】還元要素イオン供給部３は、図２に示すよ

うに、耐熱被覆電線４を介してコントロールボックス２

の陰極側に（すなわち、陰極端子２３に）電気的に接続

された略直方体の銅板の電極３２と、該電極３２を包み

込むように構成された半導体部３１とを含んでおり、使

用時において前記半導体部３１が食用油と接触するよう

に構成されている。

【００３２】上述した還元要素イオン供給部３の半導体

部３１は、絶縁体に所定の物質を添加して、該絶縁体の

結晶構造に格子欠陥を生じさせることによって得られ

る。

【００３３】ここで、前記還元要素イオン供給部３は、

コントロールボックス２の陰極端子２３にのみ接続され

ていて、陽極端子２２には接続されていないことに留意

されたい。すなわち、本発明の還元要素イオン供給部３

を実際に使用している間は、コントロールボックス２を

介して還元要素イオン供給部３に陰極の直流電圧は印加

されるが、還元要素イオン供給部３に直流電流が流れる

ことはない。

【００３４】このような構成を有する本発明の食用油酸

化防止装置によれば、揚げ作業に従事する者を感電等の

危険にさらすことなく、安全かつ効果的に食用油の酸化

を防止することができる。

【００３５】なお、本発明において、半導体部３１を製

造する際に用いられる絶縁体の構成材料は特に限定され

ないが、以下の（１）～（４）の化合物のうちのいずれ

かを用いて前記絶縁体を構成することが好ましい。

（１）酸化珪素を主成分として含んでいる無機高分子化

合物

（２）酸化珪素を主成分として含んでいる有機高分子化

合物

（３）酸化珪素を主成分として含んでいる無機化合物

（４）酸化珪素を主成分として含んでいる有機化合物

【００３６】また、本発明において、前記絶縁体の結晶

構造に格子欠陥を生じさせるために用いられる物質は特

に限定されないが、遷移元素又はその酸化物を、絶縁体

に添加する所定の物質として用いることが好ましい。

【００３７】上述したように食用油酸化防止装置の還元

要素イオン供給部を構成した場合には、還元要素を持っ

たイオンを、より効果的に食用油に供給することが可能

な食用油酸化防止装置を提供することができる。また、

このような食用油酸化防止装置を用いることによって、

より効果的に食用油の酸化を防止することが可能にな

る。

【００３８】次に、図３に基づいて、本発明の食用油酸

化防止装置を実際に使用した際における作用について説

明する。

【００３９】図３は、本発明の食用油酸化防止装置１を

実際に使用している状態を示す図である。

【００４０】図３において、フライヤー（油槽）９の内
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側は食用油８で満たされており、該食用油８はフライヤ

ー９のヒーター９１によって所定の温度に加温、保持さ

れている。

【００４１】一方、図３において、本発明の食用油酸化

防止装置１の電力供給線５は所定の電力供給源に接続さ

れている。また、食用油酸化防止装置１の還元要素イオ

ン供給部３は、該還元要素イオン供給部の全体が食用油

８内に完全に浸かるように配置、固定されている。

【００４２】この状態で食用油酸化防止装置１のスイッ

チ２１をＯＮ状態に切り換えると、コントロールボック

ス２を介して還元要素イオン供給部３の半導体部３１に

直流電圧が印加される。この際、還元要素イオン供給部

３の半導体部３１を介して、食用油８に還元要素を持っ

たイオンが供給され、この還元要素を持ったイオンによ

って還元作用が生じるようになっている。その結果、フ

ライヤー９内の食用油８の酸化を防止することが可能に

なる。図３には、このように食用油８に還元要素を持っ

たイオンが供給される状態が図式的に示されている。

【００４３】なお、上述したように、半導体部３１に直

流電圧が印加されている状態において、半導体部３１に

直流電流は流れていない。

【００４４】従って、上述した本発明によれば、揚げ作

業に従事する者を感電等の危険にさらすことなく、安全

かつ効果的に食用油の酸化を防止することができる食用

油酸化防止装置および食用油の酸化防止方法を提供する

ことができる。

【００４５】また、このような食用油酸化防止装置およ

び食用油の酸化防止方法によれば、効果的に食用油の酸

化を防止することができるとともに、使用初期時におけ

る食用油（新油）の特性（例えば、粘性や熱伝率等）

を、なるべく長期間保つことが可能になる。その結果、

従来と比較して、良好な風味を有する揚げ料理を多く提

供することが可能になる。

【００４６】以上、添付図面に基づいて本発明の食用油

酸化防止装置の構成および作用を説明したが、本発明の

食用油酸化防止装置の構成は上述したものに限定されな

い。例えば、食用油酸化防止装置１のコントロールボッ

クス２は、直流電圧を出力し得る電力供給源を備えた電

源（例えば、電池）から構成されていてもよい。

【００４７】また、還元要素イオン供給部３の半導体部

３１の周りには、還元要素イオン供給部３の破損、劣化

等を防止するための金具等が取り付けられていてもよ

い。

【００４８】さらに、還元要素イオン供給部３の形状

は、食用油に還元要素を持ったイオンを供給できる限り

特に限定されず、例えば、円錐状や球状に形成すること

も可能である。

【００４９】

【実施例】次に、本発明の具体的実施例について説明す

る。

［１］食用油酸化防止装置の還元要素イオン供給部の作

製

まず、以下のようにして、食用油に還元要素を持ったイ

オンを供給するための還元要素イオン供給部を作製し

た。

【００５０】最初に、略直方体の銅板の電極と、耐熱被

覆電線を用意し、これらを図２に示すように電気的に接

続した（図２の電極３２及び耐熱被覆電線４を参照）。

また、還元要素イオン供給部を作製する際に用いる絶縁

体として、無機高分子化合物であるシリコーンラバー材

を１０ｇを用意した。さらに、この絶縁体に添加すべき

物質として、酸化イットリウムを０．２ｇ用意するとと

もに、酸化ガドリニウムを０．３ｇ用意した。

【００５１】次に、用意したシリコーンラバー材に、前

記酸化イットリウムと酸化ガドリニウムの混合粉末を、

攪拌しながら少量ずつ加えて、酸化物酸の混合物を調製

した。そして、得られた酸化物酸の混合物に、硬化剤

を、攪拌しながら少量ずつ加えて、十分に攪拌した。

【００５２】次に、この混合物を、円筒状の窪み（窪み

のサイズ：直径１５ｍｍ・高さ２０ｍｍ）を有する金型

に流し込んだ。この際、同時に、事前に用意した電極

を、該電極が前記混合物で完全に包み込まれるように、

混合物内に浸漬し、固定した。そして、この混合物と電

極が入った金型を、乾燥炉に投入し、７０°Ｃの温度で

３０分間乾燥した。これにより、略円筒状の還元要素イ

オン供給部が得られた。

【００５３】［２］食用油酸化防止装置の作製

次に、上記工程［１］で得られた還元要素イオン供給部

を用いて、以下のようにして、食用油酸化防止装置を作

製した。

【００５４】最初に、交流電圧（１００Ｖ）を直流電圧

（１２Ｖ）に変換して出力することができるＡＣ／ＤＣ

コンバータの機能と、ＯＮ・ＯＦＦスイッチと、陽極側

の出力端子と、陰極側の出力端子と、ヒューズとを備え

たコントロールボックス（電源部）を用意した。

【００５５】次に、前記耐熱被覆電線の他端をコントロ

ールボックスの陰極側の出力端子に接続することによっ

て、上記工程［１］で得られた還元要素イオン供給部

と、コントロールボックスとを電気的に接続した。これ

により、図１の符号１で示されるような食用油酸化防止

装置が得られた。

【００５６】［３］実験１（食用油酸化防止装置を用い

た実験）

上記工程［２］で得られた食用油酸化防止装置を実際に

使用して、この食用油酸化防止装置の効果を確認する実

験を行った。なお、この実験は、所定期間使用した後に

おける油の酸価の値、及びカルボニル価の値を測定する

ことによって行われた。実験の詳細は以下の通りであ

る。

【００５７】最初に、１．４ＫＷの出力を有するヒータ
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ーを備えているとともに８リットルの最大許容油量を有

するフライヤーを用意して、このフライヤーに市販のサ

ラダ油を６リットル入れた。

【００５８】次に、上記工程［２］で得られた食用油酸

化防止装置の還元要素イオン供給部がフライヤー内の油

中に完全に浸かるように、還元要素イオン供給部を、油

中に浸漬するとともに固定した。

【００５９】そして、この食用油酸化防止装置をＯＮ状

態にしたままで、３０分間の揚げ加工を１週間に３回ず

つ行い、これを６ヶ月間続けた。

【００６０】なお、この実験において、６ヶ月間、フラ

イヤー内の油は交換しなかった。また、この実験におい

ては、揚げ加工の過程でフライヤー内の油の量が徐々に

減少したため、適宜、減少した分量の油をフライヤー内

に加えた。

【００６１】そして、６ヶ月経過後において、上述した

条件で使用し続けた油の酸価の値およびカルボニル価の

値を測定した。この測定結果は、表１に示す通りであっ

た。

【００６２】［４］実験２（食用油酸化防止装置を用い

ていない実験）

食用油酸化防止装置を用いていないことを除いて、上記

実験１において行った実験と同じ条件で、揚げ加工を行

った。

【００６３】この実験においては、２週間が経過した時

点（すなわち、３０分の揚げ加工を６回完了した時点）

において著しい油の劣化が、目視にて確認されたため、

この時点において実験を中止した。そして、実験を中止

した際の油の酸価の値を測定したところ、酸価が３．５

であった。なお、実験を中止した際の油のカルボニル価

に関しては、酸価の値が、上述した衛生的基準（酸価：

２．５）を大幅に上回っていたため測定しなかった。

【００６４】

【表１】

【００６５】［５］食用油酸化防止装置の評価

表１から分かるように、食用油酸化防止装置を用いてい

ない場合と比較して、食用油酸化防止装置を用いている

場合には、油の酸価の値が上昇することが著しく抑制さ

れていることが判明した。すなわち、上記２つの実験を

通して、本発明の食用油酸化防止装置を用いることによ

り、効果的に食用油の酸化を防止することができること

が判明した。

【００６６】また、食用油酸化防止装置を用いている場

合には、６ヶ月経過した後であっても、フライヤー内の
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油の酸価およびカルボニル価は、新油の酸価およびカル

ボニル価とほとんど変わらないことが分かった。この結

果より、本発明の食用油酸化防止装置を用いている場合

には、極めて長期間に渡って、油の酸化を防止できるこ

とが判明した。

【００６７】以上、本発明の具体的実施例について説明

したが、本発明の構成は、上述した実施形態および実施

例に示すものに限定されず、特許請求の範囲に記載され

た発明の範囲内で、適宜変更、改変することができるこ

とに留意されたい。

【００６８】

【発明の効果】上述した本発明によれば、揚げ作業に従

事する者を感電等の危険にさらすことなく、安全かつ効

果的に食用油の酸化を防止することができる食用油酸化

防止装置を提供することができる。また、このような食

用油酸化防止装置によれば、効果的に食用油の酸化を防

止することができるので、食用油の交換頻度を少なくす

ることができる。その結果、食用油の使用者の経済的負

担を少なくすることが可能になる。

【００６９】また、上述した本発明によれば、還元要素

を持ったイオンを、効果的に食用油に供給することが可

能な食用油酸化防止装置を提供することができる。この

ような食用油酸化防止装置を用いることによって、より

効果的に食用油の酸化を防止することが可能になる。

【００７０】さらに、上述した本発明によれば、揚げ作

業に従事する者を感電等の危険にさらすことなく、効果

的に食用油の酸化を防止することができる食用油酸化防

止方法を提供することができる。また、このような方法

によれば、効果的に食用油の酸化を防止することができ

るとともに、使用初期時における食用油の特性（例え

ば、粘性や熱伝率等）を、なるべく長期間保つことが可

能になる。その結果、従来と比較して、良好な風味を有

する揚げ料理を多く提供することが可能になる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の食用油酸化防止装置の構成を概略的に

示す図である。

【図２】図１の食用油酸化防止装置の還元要素イオン供

給部の構成を示す斜視図である。

【図３】図１の食用油酸化防止装置を実際に使用してい

る状態を示す図である。

【符号の説明】

１　　　食用油酸化防止装置

２　　　コントロールボックス（電源部／電圧印加手

段）

２１　　ＯＮ・ＯＦＦスイッチ

２２　　陽極側の出力端子

２３　　陰極側の出力端子

３　　　還元要素イオン供給部（還元要素イオン供給手

段）

３１　　半導体部

３２　　電極

４　　　耐熱被覆電線

５　　　電力供給線

８　　　食用油

９　　　フライヤー（油槽）

９１　　ヒーター

【図１】
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【図２】

【図３】
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